
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【仕様書について】 

①（質問）「P.2 1.5 納入機器 1.5.1 納入機器数量（想定する機器品番を括弧書きで示す） 

→こちらの「（想定する機器品番を括弧書きで示す）個所については、条件を満たす同

等品でもよろしいでしょうか。」 

（回答）条件を満たす製品に関して、同等品可とします。 

 

②（質問）「4 周辺機器仕様－4.5 警報表示盤 警報表示盤について、仕様書内に記載のある

警報表示盤はNEC製品と想定されますが、メーカーより新規販売・増設販売停止が

アナウンスされております。 

本警報表示盤は、警報発生時に重故障・軽故障を表示させ、かつベル音が鳴動し、 

スイッチで当該ベル音をオフにできる機能をもった製品であれば代替品を調達すること

で問題ありませんでしょうか。」 

（回答）重故障・軽故障の二段階表示・ベル音の作動・スイッチでのベル音停止が可能なものに

限り、同等品可とします。 

 

③（質問）「1 概要－1.5 納入機器－(2) 通話録音装置 音声応答転送装置（TAKACOM製 

IVR-100VoIPⅢ）１式 について、PRI×2回線(46ch)、アナログ 59回線のうち、音

声応答転送装置（TAKACOM製 IVR-100VoIPⅢ）に収容する回線数は何回線で

しょうか。 

（PRI 46ch+アナログ 59 回線で計 105ch に対し、IVR-100VoIPⅢに収容できる

最大数は 100ch となります。）」 

「IVR について 

→ひかり電話用の IVR については、『IVR-100VoIPⅢ』で指定がありますが、アナロ

グ回線用（アナログ局線）の IVR2430Ⅱ必要でしょうか。」 

「P.6 2.5 通話録音装置 2.5.1 通話録音装置 概要 『IP 電話交換機に収容される

全ての回線について、音声データの録音及び保存を行う』 

→すべての回線に、バックアップ用アナログ 26回線は含みますでしょうか。」 

（回答）PRI×２回線及びバックアップ用アナログ回線を含むアナログ 54回線については

TAKAKOM製 IVR-100VoIPⅢへの収容、その他のアナログ５回線については

TAKAKOM製 IVR-2430Ⅱへの収容を想定しています。それ以外の構成について

も、仕様書P.5 に記載の収容回線数を満たすことが技術的に可能であれば代替として

認めます。 

 

④（質問）「P.2 1.5 納入機器 （4）電話機 多機能電話機の内訳になります。多機能電話機総

数：272回線の接続ですが、デジタル多機能電話機 180台、既設電話機61台、停電

電話機59台で合計300台になります。 

→差分についてご教授いただけますでしょうか。」 

（回答）差分 28台については予備機とします。 

 



⑤（質問）「P.3 1.11 特記事項 （1）電気通信事業法の「総合通信」（旧「AI・DD総合種」）工事

担任者の資格を有するものが監理・監督を行うこととする。 

→こちらは（事業者名）元請けで対応するメンバーが保有者でも対応してよろしいでしょ

うか。」 

（回答）業務の監理・監督を有資格者が行うのであれば問題ありません。 

 

⑥（質問）「2 電話交換設備仕様－2.5 通話録音装置 通話録音装置について、「クライアント

PC と LAN 接続し、以下の項目で音声データを検索できること」とありますが、クライ

アント PCは庁舎内PCのことであり、PC本体は今回調達外という認識でよろしいで

しょうか。」 

（回答）既設の庁舎内PCとは接続を行いません。クライアント PC として使用する PC本体及

び接続部品についても調達品目としてお見込みください。 

 

⑦（質問）「P.4 2.2 IP 電話交換機 （7）本 IP電話交換機のアラーム情報を指定の宛先へEメ

ールで自動通知できること。 

→とありますが、メール送信する SMTPサーバは吹田市様のSMTP サーバを利用さ

せてもらう事でよろしいでしょうか。」 

（回答）庁内ネットワークと電話交換機との接続は想定していません。ご質問を頂いた部分につ

いては、遠隔での状態監視を可能とするため記載しております。 

なお、現行の保守運用ではモデム接続によって保守端末による遠隔監視を行っており、

発注者からの要請があった際に不具合に対処することが可能な場合は、現行の保守運

用と同じ方法でも代替手段として認めます。 

 

⑧（質問）「P.6 2.4.2 IP 電話交換機用電源装置 整流器 入力は単相200V とする。 

→整流器の入力に対して、吹田市様が用意する電源が「単相 200V」という認識でよ

ろしいでしょうか。」 

（回答）相違ありません。 

 

⑨（質問）「5 既存設備との接続 専用線接続試験について、対向先拠点の試験調整費用は本更

新業務の内容に含まれるでしょうか。（対向先拠点に入局し、交換機の調整や通話試験

を行う費用は含まれますでしょうか）」 

（回答）含みません。吹田市役所本庁舎に設置する電話交換機についてのみ試験調整の対象

としてください。 

  



 

【その他】 

①（質問）「本件の業務委託は、吹田市様は“非”建設工事のご認識でしょうか。 

→その場合、PBX及びバッテリーの撤去は仕様書に記載がありますが、廃棄処理につ

いては吹田市様で処分されますでしょうか。それとも受託者負担で実施しますでしょう

か。」 

 （回答）本件の業務委託は建設業法における電気通信工事に該当する内容を含むため、受託者

負担として PBX及びバッテリーの処分費用をお見込みください。 


